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10 会計 01

15 款 08

項 02

目 01

A

使用料外

【事業内容】

●道路台帳業務委託料 円

・安来市道路台帳補正業務

・安来市広瀬町メッシュ化業務

・安来市道路管理システム整備業務

●登記事務委託料 円

・市道登記業務

●損害賠償責任保険料 円

・市道延長 986 km

・農道延長 144 km

・林道延長 30 km

・その他道路延長 2 km

●道の駅連絡会負担金 円

・中国「道の駅」連絡会 「道の駅」広瀬・富田城、「道の駅」あらエッサ

●旅費 円

一般会計

小事業 道路橋りょう総務費 土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P143

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

国・県支出金 0 円

事業進捗度 － 道路橋りょう総務費

予 算 額 13,181,000 円
目
的

市道の認定や道路改良等に伴う台帳の補正
や整備を行い最新の基礎資料とする。
道路賠償責任保険へ加入し、市道の管理瑕
疵による事故に対応する。

決 算 額 12,054,280 円

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一 般 財 源 12,037,424 円

そ　の　他

財
源
内
訳

0 円

成果
指標

10,245,960

　市道の認定・変更・廃止や道路改良等に伴う構造・形態の変化を反映させた道路台帳の補正・整備を行
い、最新の基礎資料を作成する。また、道路賠償責任保険に加入し、市道の管理瑕疵による事故に対応す
る。

1,074,600

目標値 実績値 差引

地　方　債

人件費コスト  B 1.2人役 9,255,600 円 総事業費　　A+B 21,309,880 円

16,856 円

524,680

80,000

129,040
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10 会計 01

18 款 08

項 02

目 02

A

国
県

辺地
過疎

寄付金外

【事業内容】

　

●道路排水ポンプ点検委託料 円

・ポンプ場保守点検業務 南十神ポンプ場外５箇所

●市道維持補修業務委託料 円

・市道維持補修業務 ３３件

●市道樹木維持管理委託料 円

・市道樹木維持管理業務 市道城谷堤谷線外１４路線　防除・施肥・せん定・除草1式

●除雪業務委託料 円

・除雪延長 ５７５路線、412.1km ・除雪体制 ６契約、５７台

●降積雪量観測業務委託料 円

・観測所 ２箇所（安来、荒島地区）

●工事請負費 円

・舗装修繕工事（交付金事業） 安来荒島線舗装修繕工事外１件

・道路維持修繕工事 西中津１号線道路修繕工事外３０件

●物件移転補償費 円 ・水道施設移転　　　２件

●道路補修用材料費 円

・自治会等への補修用材料の支給 ５９件

●機械器具費 円

・除雪車整備事業 ２台（４ｔ級履帯ドーザ、３ｔ級ローダ）

●その他 円

4,667,352

13,284,000

33,770,704

35,123,175 円

地　方　債

道路維持費 土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

事業進捗度

14,400,000 円

成果
指標

227,848

－ 道路維持費

国・県支出金

市道の維持管理・修繕・除雪等を行い、安
全で円滑な道路網を確保する。

決 算 額 215,489,909 円

そ　の　他 226,611 円 目標値 実績値 差引

中事業

財
源
内
訳

58,061,709

195,536

予 算 額 231,597,000 円
目
的

道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業

P143

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

決算事項別明細書

人件費コスト  B 2.6人役 20,053,800 円 総事業費　　A+B 235,543,709 円

50,341,000

3,099,600

一 般 財 源 165,740,123 円

51,086,160

756,000

　市内一円の市道の維持管理・補修・修繕等を行い、安全で円滑な道路網を確保する。また、冬季における
バス路線及び通勤・通学路等の交通路を確保するため、計画的に除雪車を購入するとともに除雪体制の維持
に努める。
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10 会計 01

19 款 08

項 02

目 02

A

国6/10

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工　事　名 工事概要 工期（着工～実地完成）

L=128.5ｍ H26. 8.12～H27.4.24

V=1,200㎥

A=2,260㎡

L=216ｍ

A=664㎡

N=1式

A=1,388㎡ H26.12.16～H27.3.17

N=１８箇所

●事務費 円

※翌年度繰越額 円

土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

国・県支出金 39,868,560 円

みんなが住みよい快適環境のまちづくり

道路災害防除事業費

決算事項別明細書 P143

大事業 担当部署 土木建設課

事業進捗度 － 道路維持費

予 算 額 93,866,000 円
目
的

市道法面の落石・土砂崩れ等の防止対策を
施し、交通の安全を確保する。

決 算 額 66,759,417 円

財
源
内
訳

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業

人件費コスト  B 1.0人役 7,713,000 円 総事業費　　A+B 74,472,417 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

・久白津田平線災害防除（その2）工事 施工延長

地　方　債 合併 25,500,000 円

成果
指標

一 般 財 源 1,390,857 円

土工

法面工

水路工

舗装工

66,447,600

　災害の未然防止を目的として法面の危険箇所について対策を施し、交通の安全と災害に強い道路ネット
ワークの整備を行う。

竣工写真 竣工写真

27,106,000

仮設工

・久白津田平線災害防除（その3）工事 法面工

排水構造物工

311,817
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【繰越明許】

30

10 会計 01

19 款 08

項 02

目 02

A

国6/10

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工　事　名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・久白津田平線災害防除工事 施工延長 L=128.5ｍ H26. 2.21～H26.9.30

土工 V=6,500㎥

水路工 L=56ｍ

仮設工 N=1式

●敷地借上料 円

・久白津田平線（畑　373㎡）

●物件移転補償費 円

・久白津田平線（立木移転　1式、電柱移転　1式）

●測量設計委託料 円

・久白津田平線（地質調査業務　1式、法面設計業務　1式）

P143

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

決算事項別明細書

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 道路災害防除事業費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路維持費

予 算 額 0 円
目
的

市道法面の落石・土砂崩れ等の防止対策を
施し、交通の安全を確保する。

決 算 額 37,566,766 円

財
源
内
訳

国・県支出金 22,718,897 円

地　方　債 合併 14,100,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源 747,869 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 37,566,766 円

　災害の未然防止を目的として法面の危険箇所について対策を施し、交通の安全と災害に強い道路ネット
ワークの整備を行う。

28,829,720

29,373

1,175,753

7,531,920
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20 款 08

項 02

目 03

A

国6/10

基金外

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工　事　名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・加茂４号線道路改良工事 L=30m

・別石１６号線舗装新設工事 L=160m

・豊原線道路改良工事 L=42m

・新市線道路改良工事 L=105m

・細井佐久保線道路改良工事 L=40m

・長見寺線道路改良工事 L=80m

・論田町内線道路改良工事 L=120m

・東十神１７号線道路改良工事 L=37m

・国服鳥木線道路改良工事 L=120m

・大橋東１号線道路改良工事 L=20m

・越前論田線道路改良工事 L=100m

●土地購入費 円

・須崎９号線（田33.37㎡、雑種地87.43㎡）　外２件

●測量設計業務委託料 円 ・吉佐町内線測量設計業務　外４件

●登記事務委託料 円 ・細井佐久保線分筆登記業務

●物件移転補償費 円

・電気通信施設等移転　　３件 ・水道施設移転　　２件 ・工作物移転等　　１件

●事務費 円

※翌年度繰越額 円

成果
指標

一 般 財 源

－ 道路新設改良費

予 算 額 90,770,000 円
目
的

人件費コスト  B 1.5人役 11,569,500 円 総事業費　　A+B 87,277,780 円

そ　の　他 20,039,228 円 目標値 実績値 差引

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 一般市道改良費 土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

事業進捗度

52,251,388 円

幹線道路への接続、交通渋滞の解消、付近
の農業及び地場産業の活動を支援する道路
網の整備により、機能的交通体系の形成を
図る。

決 算 額 75,708,280 円

財
源
内
訳

53,820,720

　まちづくりの基盤となる交通アクセスの確立を目指し、市民生活に密着した道路整備を進めた。その中で
も緊急性・重要性の高い路線を中心に工事や測量設計等を行い、地域の交通体系の諸問題解消に努める。

国・県支出金 2,117,664 円

地　方　債 合併 1,300,000 円

H27.3.5 ～H27.3.23

H26.10.2 ～H26.12.17

H26.10.31 ～H27.3.16

H27.2.6 ～H27.3.20

H26.7.3 ～H26.11.5

H26.7.4 ～H27.1.23

H26.7.23 ～H27.3.5

H26.4.15 ～H26.7.7

H26.4.22 ～H26.6.9

H26.4.22 ～H26.6.30

8,271,000

14,708,520

1,275,480

1,602,971

3,607,633

692,956

H27.2.22 ～H27.3.20
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目 03

A

【事業内容】

●県事業負担金 円

道路事業

・安来木次線（切川） 円

・国道４３２号線（菅原広瀬ＢＰ） 円

砂防事業

・急傾斜地崩壊対策事業（目谷地区） 円

・県単急傾斜地崩壊対策事業（本町地区） 円

【繰越明許】

30

10 会計 01

21 款 08

項 02

目 03

A

【事業内容】

●県事業負担金 円

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 県事業負担金費 土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

事業進捗度 － 道路新設改良費

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 県事業負担金費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

事業進捗度

国・県支出金 0 円

地　方　債 合併 7,000,000 円

成果
指標

一 般 財 源 450,000 円

予 算 額 7,450,000 円
目
的

県が施行する工事に対して、費用負担をす
ることによって生活基盤の整備促進を図
る。決 算 額 7,450,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 9,763,900 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

200,000

500,000

7,450,000

　県が施工する道路事業及び砂防事業について、費用負担をすることによって生活基盤の改善を図る。

750,000

6,000,000

－ 道路新設改良費

予 算 額 0 円
目
的

県が施行する工事に対して、費用負担をす
ることによって生活基盤の整備促進を図
る。決 算 額 3,262,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 合併

決算事項別明細書 P145

3,000,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源 262,000 円

3,262,000

吉田川総合流域防災事業（島根県）に伴う
吉岡沢橋架替工事

3,262,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 3,262,000 円

　県が施工する道路橋りょう事業について、費用負担をすることによって生活基盤の改善を図る。

－136－



30

10 会計 01

22 款 08
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目 03

A

【事業内容】

　

●工事請負費 円

・交通安全施設整備工事　　１３件

【工事概要】

　・カーブミラー新設、修繕

　・防護柵新設、修繕

　・区画線新設、修繕

　・道路照明灯修繕　　　　　等

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 交通安全施設整備事業費 土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 9,849,600 円

事業進捗度 － 道路新設改良費

予 算 額 10,000,000 円
目
的

交通安全施設の新設・補修を行い、交通環
境の整備と交通事故の発生防止に努める。

決 算 額 9,849,600 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.4人役 3,085,200 円 総事業費　　A+B 12,934,800 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

防護柵新設 区画線修繕

カーブミラー新設 カーブミラー新設

9,849,600

　カーブミラーや防護柵の設置等、交通安全施設の新設・補修を行い、交通環境の整備と交通事故の発生防
止に努める。
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目 03

A

国6/10

【事業内容】

　

●県事業負担金費 円

●測量委託料 円

・防災・安全社会資本整備交付金事業

沢吉岡線用地測量業務

●土地購入費 円

・田　　 213.65 ㎡

●物件移転補償費 円

●事務費 円

※翌年度繰越額 円

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 沢吉岡線道路改良事業費

決算事項別明細書 P145

予 算 額 57,500,000 円
目
的

住民生活の利便性の向上を図るとともに、
安全な通学路を確保する。

決 算 額 21,691,668 円

財
源
内
訳

国・県支出金 10,396,933 円

地　方　債

土木費

事業開始年度 平成15年度 道路橋りょう費

事業進捗度 90% 道路新設改良費

2,494,735 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 26,319,468 円

過疎 8,800,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

17,600,000

1,045,440

598,220

2,349,640

98,368

　本路線は、県道安来伯太日南線と県道米子広瀬線を結ぶ幹線道路である。路線上には安来二中があり、中
学・高校への通学路としての役割も高く、整備の緊急性が高い事業である。また市南部から運動公園、安来
道路への最短距離で結ぶ幹線道路であるため、防災上の観点からも整備を行う。

35,751,000
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A

国6/10

【事業内容】

　

●測量設計業務委託料 円

業務名

・ 本町御笠線測量設計委託業務 業務概要 工期（着工～実地完成）

道路設計 延長 L＝310ｍ H26.10.28～H27.3.16

用地測量 A＝8,400㎡

物件調査業務 1式

・ 本町御笠線(伯太青年研修センター解体工事)測量設計委託業務

業務概要 工期（着工～実地完成）

設計業務 1式 H26.12.16～H27.3.16

●土地購入費 円

・ 宅地　 ㎡

●物件移転補償費 円

・ 補償物件 1式

・ 残地補償 1式

●事務費 円

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 本町御笠線道路改良事業 土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

国・県支出金 7,386,091 円

地　方　債 過疎 32,300,000 円

成果
指標

一 般 財 源 416,235 円

事業進捗度 30% 道路新設改良費

予 算 額 40,551,000 円
目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の
安全が図られるとともに、双方への往来に
寄与する。決 算 額 40,102,326 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 44,730,126 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

5,875,200

4,997,520

227.16

28,083,067

 本路線は安来市伯太町母里地内にあり、本町地区と御笠地区を結ぶ市道である。沿線には避難場所にも指
定されている小学校、中学校、伯太体育館等の公共施設が集中していて、本町地区住民だけでなく、安来市
にとっても非常に重要な路線となっている。
　しかし、現在の道路は幅員が3.5ｍ～4.5ｍと狭いうえに、歩道もなく線形も悪く、離合困難な箇所も多
く、利用しづらい道路である。また、大型車が通行する際には、歩行者、二輪車でも通行することが困難な
状況で、非常に危険な状況にある道路であるため、幅員拡幅し、併せて線形改良を行う。

1,146,539
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A

国6/10

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・杉谷線道路改良工事 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ L=5m H26.8.19～H27.1.16

側溝工 L=56m

暗渠工 L=22m

舗装工 A=1,130㎡

・杉谷線道路改良工事(その2) 舗装工 A=406㎡ H26.10.3～H27.3.16

・杉谷線道路改良工事(その3) 側溝工 L=56m H27.2.17～H27.3.23

・杉谷線道路改良工事(その4) 小型擁壁工 L=23m H27.2.26～H27.3.25

側溝工 L=16m

●設計委託料 円

杉谷線道路改良修正設計業務

●事務費 円

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 杉谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

国・県支出金 15,000,552 円

地　方　債 辺地 16,400,000 円

成果
指標

一 般 財 源 59,232 円

事業進捗度 80% 道路新設改良費

予 算 額 31,770,000 円
目
的

雲南方面や広瀬方面からのアクセス道路、
また広瀬中学校へのスクールバス等での通
学路であり、安全性の高い道路として整備
を行う。

決 算 額 31,459,784 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 36,858,884 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

29,249,640

658,800

1,551,344

着手前

　本路線は、国道４３２号線と主要地方道安来木次線を結ぶ一級道路であり、主要幹線道路に通じる唯一の
生活道路である。未改良区間においては突角により視距が悪く、また、通学バスや冬季の除雪作業車等がす
れ違う箇所が少なく、安全性の高い道路として整備が急がれる。
　奥田原地区までの３㎞の内、補助申請区間の1㎞を計画的に改良を進めている。

竣工

－140－
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項 02

目 03

A

国1/2

【事業内容】

●測量設計業務委託料 円

・中島津田平線測量設計業務 工期

H25.9.6～H26.9.30

測量業務 延長 Ｌ＝1,660ｍ 幅員 ｗ＝5.0ｍ

設計業務 延長 Ｌ＝1,260ｍ 幅員 ｗ＝5.0ｍ

●用地測量業務委託料

・中島津田平線用地測量業務 工期

H25.12.20～H26.10.31

用地測量業務 Ａ＝82,800㎡

物件調査業務 1式

●手数料 円

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 中島津田平線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

事業進捗度 10% 道路新設改良費

予 算 額 0 円
目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の
安全が図られるとともに、双方への往来に
寄与する。決 算 額 24,321,060 円

財
源
内
訳

国・県支出金 11,205,954 円

地　方　債 過疎 13,100,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源 15,106 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,632,600 円 総事業費　　A+B 28,953,660 円

　本路線は、岩舟地区と市道津田平線を結ぶ路線であり、双方への往来に重要な路線であるが、幅員が狭く
対面交差ができない区間が長くあり、安全性の高い道路として早急に整備する必要がある。

23,341,500

979,560
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A
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【事業内容】

　橋梁の点検・調査を実施し、修繕計画に基づく修繕費の平準化を計りつつ、老朽化した施設の維持・修

繕等を行い、橋梁の安全性を確認するとともに長寿命化を図る。

●調査委託料 円

・島根県橋梁ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ維持管理業務 システム維持管理 1式

・橋梁点検調査業務 橋梁点検調査 N=７橋

●設計委託料 円

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・中津橋橋梁修繕工事 仮設工 1式 H27.1.23～H27.6.30

●システム運用負担金 円

●その他 円

※翌年度繰越額

土木費

事業開始年度 平成26年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 16,771,408 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

地　方　債 過疎 3,400,000 円

成果
指標

一 般 財 源 2,718,708 円

財
源
内
訳

12,870,000 円

3,849,360

232,092

国・県支出金 5,253,600 円

事業進捗度 － 橋りょう維持費

予 算 額 26,713,000 円
目
的

橋梁の点検・調査を実施し、修繕計画に基
づく修繕費の平準化を計りつつ、老朽化し
た施設の維持・修繕等を行い橋梁の長寿命
化を図る。

決 算 額 11,372,308 円

中事業

484,920

5,570,000

1,235,936

道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 橋りょう維持費
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項 02

目 04

A

国6/10

【事業内容】

　橋梁の点検・調査を実施し、修繕計画に基づく修繕費の平準化を計りつつ、老朽化した施設の維持・修

繕等を行い、橋梁の安全性を確認するとともに長寿命化を図る。

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・上清瀬橋橋梁修繕工事 橋梁修繕 L= 22.8ｍ H26.2.13～H26.10.30

　塗装工　Ａ＝286㎡

予 算 額 0 円
目
的

橋梁の点検・調査を実施し、修繕計画に基
づく修繕費の平準化を計りつつ、老朽化し
た施設の維持・修繕等を行い橋梁の長寿命
化を図る。

決 算 額 3,787,680 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,272,608 円

地　方　債 過疎 1,500,000 円

成果
指標

目標値 実績値 差引

一 般 財 源 15,072 円

人件費コスト  B 1.3人役 10,037,300 円 総事業費　　A+B 13,824,980 円

そ　の　他 0 円

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 橋りょう維持費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 橋りょう維持費

3,787,680
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目 03

A

【事業内容】

●工事請負費 円

工期（着工～実地完成）

・ 下ノ原２号線道路改良工事 道路改良延長 L= 348.9ｍ H26.8.5～H27.5.29

盛土工V=1,500㎥、擁壁工L=127ｍ

水路工L=92ｍ、安定処理工A=714㎡

・ 下ノ原２号線道路改良工事(その2) 工期（着工～実地完成）

道路改良延長 L= 131.8ｍ H27.2.18～H27.8.31

盛土工V=490㎥、水路工L=191ｍ

安定処理工A=771㎡、プレガードL=48.0m

●事務費 円

※翌年度繰越額

53,300,000 円
目
的

市民会館及び給食センター建設予定地の外
周道路を対面交通が可能な道路として整備
する。決 算 額 13,977,120 円

財
源
内
訳

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 下ノ原２号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

工事名 工事概要

工事概要

131,520

13,845,600

　建設を予定している市民会館及び給食センターの外周道路とこれに接続する周辺道路について一体的に整
備を行うものであり、市道北側道・西赤江安来線と切川バイパスを接続する道路として、下ノ原２号線及び
下ノ原町内線の整備を行う。

事業進捗度 50% 道路新設改良費

予 算 額

総事業費　　A+B 20,918,820 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

地　方　債 合併 13,200,000 円

成果
指標

一 般 財 源 777,120 円

国・県支出金 0 円

39,154,000円

人件費コスト  B 0.9人役 6,941,700 円
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項 02

目 03

A

【事業内容】

●工事請負費 円

工期（着工～実地完成）

・ 下ノ原２号線道路改良工事 道路改良延長 L= 283.6ｍ H26.1.31～H26.5.30

盛土工V=3,120㎥、擁壁工L=272ｍ

用水路工L=272ｍ

・ 下ノ原２号線道路改良(転倒ゲート)工事 工期（着工～実地完成）

道路改良延長 L= 283.6ｍ H26.7.24～H27.2.27

盛土工V=3,120㎥、擁壁工L=272ｍ

●測量委託料 円

業務名

・ 下ノ原2号線測量設計業務 工事概要 工期（着工～実地完成）

道路設計 延長 L＝110ｍ H25.10.24～H26.6.20

路線測量 延長 L＝110ｍ

用地測量 A＝12,600㎡

・ 下ノ原2号線用地測量業務 工事概要 工期（着工～実地完成）

路線測量 延長 L＝110ｍ H26.8.13～H27.3.6

用地測量 Ａ＝14,100㎡

0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源 2,758,120 円

予 算 額 0 円
目
的

市民会館及び給食センター建設予定地の外
周道路を対面交通が可能な道路として整備
する。

下ノ原２号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

事業進捗度 50% 道路新設改良費

担当部署 土木建設課

中事業

0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 54,558,120 円

決 算 額 54,558,120 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 合併 51,800,000 円

成果
指標

そ　の　他

道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり

　建設を予定している市民会館及び給食センターの外周道路とこれに接続する周辺道路について一体的に整
備を行うものであり、市道北側道・西赤江安来線と切川バイパスを接続する道路として、下ノ原２号線及び
下ノ原町内線の整備を行う。

44,035,680

小事業

人件費コスト  B

工事名 工事概要

工事概要

10,522,440

着工前 着工後
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【事業内容】

●測量調査設計業務委託料

・未明政線測量調査設計業務 工期

円 H26.7.10～H26.12.15

測量業務 延長 Ｌ＝200ｍ 幅員 ｗ＝5.0ｍ

設計業務 延長 Ｌ＝200ｍ 幅員 ｗ＝5.0ｍ

用地測量業務 5,300㎡

付帯工作物 １件

立竹木調査 200㎡

●事務費 円

決算事項別明細書 P145

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 未明政線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎

人件費コスト  B

事業進捗度 30% 道路新設改良費

予 算 額 2,124,000 円
目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の
安全が図られるとともに、双方への往来に
寄与する。決 算 額 2,101,824 円

財
源
内
訳

0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 6,729,624 円

2,100,000 円

成果
指標

一 般 財 源 1,824 円

2,073,840

本路線は、伯太町未明と門生町を結ぶ路線であるが、一部対面交差が出来ない区間があり、整備を行う。

27,984

－146－



【繰越明許】

30

10 会計 01

56 款 08
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A

○事業内容

●測量調査設計業務委託料

・未明政線測量調査設計業務 円 工期

H25.7.9～H26.12.15

測量業務 延長 Ｌ＝1,600ｍ 幅員 ｗ＝5.0ｍ

設計業務 延長 Ｌ＝1,600ｍ 幅員 ｗ＝5.0ｍ

用地測量業務 50,500㎡

付帯工作物 ９件

立竹木調査 1,700㎡

みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 未明政線道路改良事業費 土木費

事業開始年度

予 算 額 0 円
目
的

大事業

平成21年度 道路橋りょう費

事業進捗度 30% 道路新設改良費

対面交通が可能な道路整備により、交通の
安全が図られるとともに、双方への往来に
寄与する。決 算 額 21,800,000 円

実績値 差引

一 般 財 源 100,000 円

決算事項別明細書 P145

人件費コスト  B 0.5人役 3,860,500 円 総事業費　　A+B 25,660,500 円

本路線は、伯太町未明と門生町を結ぶ路線であるが、一部対面交差が出来ない区間があり、整備を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 21,700,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値

21,800,000
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目 03

A

国

【事業内容】

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・ 前飯島６号線道路改良工事 道路改良延長 L= 60.0ｍ H26.6.3～H26.8.29

路盤工　A=360㎡

仮設工　1式

・ 前飯島６号線道路改良工事(その2) 工事概要 工期（着工～実地完成）

道路改良延長 L= 180.0ｍ H26.8.29～H27.3.27

排水構造物工 L= 229.0ｍ

舗装工 A= 2,502㎡

・ 前飯島６号線取付工事 工事概要 工期（着工～実地完成）

道路改良延長 L= 87.0m H26.9.26～H27.2.27

排水構造物工L=80.0m、管渠工L=6.0m

舗装工A=344㎡、擁壁工1式

・ 前飯島６号線取付工事(その2) 工事概要 工期（着工～実地完成）

道路改良延長 L= 105.0m H27.1.16～H27.3.13

舗装工 A= 456㎡

A= 66㎡

・ 安来市立第一中学校既存校舎解体工事

●廃棄物処理委託料 円

●事務費 円

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

事業進捗度 100% 道路新設改良費

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 前飯島６号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成24年度 道路橋りょう費

予 算 額 49,870,000 円
目
的

小中学校の通学路であるが歩道がないた
め、整備により児童生徒の通学時の安全を
確保する。決 算 額 46,810,705 円

財
源
内
訳

国・県支出金 46,810,705 円

オーバーレイ工

869,400

人件費コスト  B 1.2人役 9,255,600 円 総事業費　　A+B 56,066,305 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 0 円

44,943,120

　本路線は、安来市内を東西に連絡する補助幹線街路の並列にあり、近辺に小中学校が２校存在することか
ら、本路線を歩道を有する路線に整備し補助幹線街路に接続することにより、児童・生徒の通学時の安全確
保を図る。あわせて、安来球場へのアクセス道路として整備し、球場利用者の安全確保を図る。

998,185

竣工写真　起点側⇒終点方向 竣工写真　終点側⇒起点方向
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項 02

目 03

A

【事業内容】

●平成25年度からの繰越事業

円

●事業費内訳

安来第一中学校既存校舎解体工事

円

円

一 般 財 源 4,209,200 円

予 算 額 0 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

目
的

小中学校の通学路であるが歩道がないた
め、整備により児童生徒の通学時の安全を
確保する。決 算 額 82,709,200 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 合併 78,500,000 円

成果
指標

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 前飯島６号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成24年度 道路橋りょう費

事業進捗度 100% 道路新設改良費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 82,709,200 円

前飯島６号線道路改良事業費 82,709,200

工事監理委託料 4,428,000

工事請負費 78,281,200

－149－
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目 03

A

国6/10

【事業内容】

●工事請負費 円

工期（着工～実地完成）

・ 今津下坂田線道路改良工事 道路改良延長 L= 193.0ｍ H26.10.24～H27.3.6

W= 2.5ｍ（歩道）

●土地購入費 円

・ 田　219.85㎡、雑種地　37.09㎡、宅地　37.09㎡

●物件移転補償費 円

・ フェンス等移転 １１件

●その他委託料 円

・ 登記事務委託料

●事務費 円

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

国・県支出金 9,203,385 円

地　方　債 過疎 8,400,000 円

成果
指標

一 般 財 源 97,782 円

事業進捗度 100% 道路新設改良費

予 算 額 18,929,000 円

0 円 目標値 実績値 差引

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 今津下坂田線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成22年度 道路橋りょう費

7,989,840

　市道安来荒島線と県道安来木次線を結ぶ幹線道路であり、小中学校の通学路であるが歩道がないため、歩
行者等にとって危険な区域となっており、歩道の整備を行い安全な歩行空間の確保を図る。

目
的

小中学校の通学路であるが歩道がないた
め、整備により児童生徒の通学時の安全を
確保する。決 算 額 17,701,167 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 22,328,967 円

そ　の　他

6,385,934

1,883,593

1,285,200

156,600

着工前 竣工

工事名 工事概要

－150－
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A

国

【事業内容】

●工事請負費 円

工　事　名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・木戸川東線道路改良(取付水路)工事 L=24m H26.8.26～H26.10.2

W=2.5m

・木戸川東線道路改良工事 L=80m H26.11.13～H27.3.13

W=2.5m

●土地購入費 円

・宅地　 327.32 ㎡

・雑種地　18.25 ㎡

●登記事務委託料 円

●物件移転補償費 円

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

実績値 差引

事業進捗度 40% 道路新設改良費

0 円 目標値

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 木戸川東線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成22年度 道路橋りょう費

国・県支出金 44,911,295 円

地　方　債 合併 2,700,000 円

成果
指標

一 般 財 源 161,889 円

178,200

13,781,756

7,504,920

着手前　　　　 竣　工　　

　木戸川総合防災流域事業による河川改修工事との共同施行により、既設橋梁を洪水時の防災に対応した構
造に改築し架け替える。併せて、堤防沿いの現道を市の道路改良事業により拡幅し、対面交通が可能な道路
とする。

予 算 額 50,920,000 円
目
的

県事業である木戸川総合防災流域事業に併
せ、既設橋改修を行い河川断面を確保す
る。また堤防沿いの現道を対面交通が可能
な道路とする。

決 算 額 47,773,184 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 53,172,284 円

そ　の　他

26,308,308

－151－
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目 03

A

○事業内容

●県事業負担金 円

道路新設改良費

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 木戸川東線道路改良事業費 土木費

事業開始年度

予 算 額 0 円
目
的

県事業である木戸川総合防災流域事業に併
せ、既設橋改修を行い河川断面を確保す
る。また堤防沿いの現道を対面交通が可能
な道路とする。

決 算 額 2,262,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

平成22年度 道路橋りょう費

事業進捗度

合併 2,100,000 円

40%

成果
指標

そ　の　他 0 円

決算事項別明細書 P147

目標値 実績値 差引

一 般 財 源 162,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 2,262,000 円

　木戸川総合防災流域事業による河川改修工事との共同施行により、既設橋梁を洪水時の防災に対応した構
造に改築し架け替える。

2,262,000

木戸川総合流域防災事業（島根県）に伴う
歩道橋整備工事

2,262,000 円
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A

諸収入

【事業内容】

［委員報酬］

　・都市計画審議会委員報酬

［費用弁償］

　・都市計画審議会費用弁償

［委託料］

　・都市計画決定資料作成業務委託料

［使用料及び賃借料］

　・サイン看板敷地借上料

［負担金及び交付金］

　・各種負担金

事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 都市計画総務費 土木費

事業開始年度 平成26年度 都市計画費

そ　の　他 22,600 円 目標値 実績値 差引

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 都市計画課

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 5,469,860 円

事業進捗度 － 都市計画総務費

予 算 額 5,649,000 円
目
的

健全で秩序ある都市の発展、適正な土地利
用を図る。

決 算 額 5,492,460 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 1.6人役 12,340,800 円 総事業費　　A+B 17,833,260 円

152,500円 0円 0円 0円 152,500円

国・県支出金 0 円

171,000円 0円 0円 0円 171,000円

1,171,000円 0円 0円 22,600円 1,148,400円

3,996,000円 0円 0円 0円 3,996,000円

1,960円 0円 0円 0円 1,960円
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目 01

A

諸収入

【事業内容】

分譲を促進するためパンフレット・ＨＰ等による宣伝広告を行った。

分譲地の環境整備を行った。

分譲価格抑制の為、安来市土地開発公社に対して利子補給を行った。

10月10日から10日間ハーモニータウン汐彩住宅祭2014を開催し、さらなる分譲促進を図った。

●安来市土地開発公社との協定に基づき、事業資金借入金支払利息の補給を行った。

　・利子補給額（安来市土地開発公社） 円

●維持管理費 円

●汐彩住宅団地分譲負担金 円

●汐彩住宅団地祭実行委員会負担金 円

●安来市土地開発公社との協定に基づき、分譲価格改定に伴う減収補てんを行った。

　・減収補てん金（安来市土地開発公社） 円

　○ハーモニータウン汐彩分譲の状況

●年度別分譲状況 ●残区画

年度 件数 区画

H12 59 59

H13 10

H14 9 ●分譲区画合計

H15 8 区画

H16 10 229

H17 19

H18 12

H19 4

H20 8

H21 3

H22 2

H23 0

H24 0

H25 6

H26 20

計 170

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 都市計画課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 住宅団地促進費

P147

土木費

事業開始年度 平成12年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

決算事項別明細書

予 算 額 65,475,000 円
目
的

分譲期間中、各種イベント・宣伝広告の実
施及び環境整備などを行うことによって分
譲促進を図る。決 算 額 65,440,781 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

65,396,327 円 20 20 0

0 円

成果
指標

分譲区画数

そ　の　他 44,454 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

人件費コスト  B 1.5人役 11,569,500 円 総事業費　　A+B 77,010,281 円

面積（㎡） 金額（円）

16,271.15 711,923,000 16,489.98 719,004,040

4,233,238

3,629,628

22,924,000

8,000,000

26,653,915

面積（㎡） 金額（円）

4,424.68 160,519,000

3,303.62 118,075,000

1,011.87 44,437,000

面積（㎡） 金額（円）

2,607.33 117,816,000 61,479.54 2,605,375,350

2,545.72 114,293,000

2,416.79 96,667,000

2,326.05 103,742,000

5,049.91 221,379,000

44,989.56 1,886,371,310

0.00 0

0.00 0

1,581.94 70,229,700

2,188.62 79,203,350

744.61 27,207,960

517.27 20,879,300
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A

県1/2

【事業内容】

・（仮称）中海ふれあい公園の整備のために、土地等の不動産鑑定評価を行った。

決算事項別明細書 P149

土木費

事業開始年度 平成18年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

394,200 円

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 都市計画課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 中海ふれあい公園整備事業費

人件費コスト  B 1.3人役 10,026,900 円 総事業費　　A+B 10,815,300 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 789,000 円
目
的

地域振興、観光振興を図る。

決 算 額 788,400 円

財
源
内
訳

国・県支出金 394,200 円

地　方　債

－155－
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A

【事業内容】

　国事業及び県事業の推進にあたり、市や市民との連絡調整を図った。

　また、市や市民からの国県への要望事項を関係する国県機関へ連絡調整を図った。

　各協議会、期成同盟会へ参画し、インフラ整備等の事業推進・建設促進についての活動を行った。

●09（普通旅費） 328,210円

近距離旅費 円

要望活動 円

山陰道建設促進総決起大会・動員 円

●11（需用費） 29,935円

●13（委託料） 320,760円

騒音測定業務 委託先：（公財）島根県環境保健公社

実施場所：切川町地内

●19（負担金） 1,468,150円

斐伊川水系治水期成同盟会 円

松江安来新見間国道昇格期成同盟会 円

山陰自動車道（安来～益田）建設促進期成同盟会 円

日本道路協会（特別会員会費） 円

日本港湾協会（2級会員会費） 円

島根県東部高速道路利用促進協議会 円

島根県土木協会会費（都計・下水道部会費を除く） 円

国道432号（松江・安来間）改良促進期成同盟会 円

松江・安来・雲南圏域幹線道路改良整備促進期成同盟会 円

全国治水砂防協会島根県支部会費 円

中国国道協会会費 円

国道432号改良促進期成同盟会 円

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 国・県事業推進費 土木費

事業開始年度 平成26年度 都市計画費

決算事項別明細書 P149

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 国・県事業推進室

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 2,147,055 円

事業進捗度 － 都市計画総務費

予 算 額 2,728,000 円
目
的

国・県事業の推進を図る。

決 算 額 2,147,055 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 2.3人役 17,739,900 円 総事業費　　A+B 19,886,955 円

18,150

160,500

60,000

304,560

5,500

50,000

113,000

534,000

150,000

34,000

85,100

35,000

171,000

30,000

45,550
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10 会計 01

73 款 08

項 02

目 03

A

国6/10

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工　事　名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・防災・安全交付金事業 L=40m ～

山根１号線道路改良工事 W=9.75m

●測量委託料 円

・山根１号線(取付道路)測量設計業務

●物件移転補償費 円

●事務費 円

※翌年度繰越額

P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業

決算事項別明細書

山根１号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

事業進捗度 40% 道路新設改良費

予 算 額 38,800,000 円
目
的

安来市と松江市を結ぶ重要路線であり、事
故・災害時等の国道９号線の交通渋滞緩和
を図る。決 算 額 13,241,807 円

財
源
内
訳

国・県支出金 5,148,000 円

地　方　債

2,754,000

521,640

1,386,167

15,216,000円

8,580,000

着手前　　　 竣工　

93,807 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

　本路線は、県道広瀬荒島線と市道久白意東線を結ぶ路線である。また、安来市と松江市を結ぶ重要路線で
あり、国道９号線で事故・災害等により通行止めが生じた場合に、迂回路の機能を有する道路として整備を
行う。

人件費コスト  B 0.8人役 6,170,400 円 総事業費　　A+B 19,412,207 円

過疎 8,000,000 円

成果
指標

H26.12.19 H27.6.30

－157－



【繰越明許】

30

10 会計 01

73 款 08

項 02

目 03

A

国6/10

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工　事　名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・防災・安全社会資本整備交付金事業 L=385m ～

山根１号線道路改良工事 W=9.75m

●測量委託料 円

・山根１号線橋梁修正設計業務

●物件移転補償費 円

・ 配水管施設等移転 ２件

●事務費 円

着工前　　 竣工

予 算 額 0 円
目
的

安来市と松江市を結ぶ重要路線であり、事
故・災害時等の国道９号線の交通渋滞緩和
を図る。決 算 額 32,883,950 円

財
源
内
訳

国・県支出金 17,260,512 円

地　方　債

一 般 財 源 523,438 円

過疎 15,100,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

人件費コスト  B 0.8人役 6,176,800 円 総事業費　　A+B 39,060,750 円

決算事項別明細書 P147

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 山根１号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

事業進捗度 40% 道路新設改良費

　本路線は、県道広瀬荒島線と市道久白意東線を結ぶ路線である。また、安来市と松江市を結ぶ重要路線で
あり、国道９号線で事故・災害等により通行止めが生じた場合に、迂回路の機能を有する道路として整備を
行う。

28,477,240

H26.2.7 H26.8.28

2,937,600

290,280

1,178,830
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82 款 08

項 07

目 01

A

国1/2
県3/4

諸収入

【事業内容】

中事業 道路ネットワークの整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 地籍調査費 土木費

事業開始年度 昭和40年度 用地管理費

決算事項別明細書 P153

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 都市計画課

国・県支出金 35,422,500 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 13,879,247 円

事業進捗度 23% 用地管理費

予 算 額 49,778,000 円
目
的

土地の権利を明確化することにより、境界
紛争や境界の不明確化を防ぐとともに、固
定資産課税の適正化、公共事業の円滑化を
図る。

決 算 額 49,310,171 円

財
源
内
訳

22.00 22.58 0.58

人件費コスト  B 2.3人役 17,739,900 円 総事業費　　A+B 67,050,071 円

進捗率（％）

そ　の　他 8,424 円 目標値 実績値 差引

　平成26年度は、4地区2.03k㎡の現地調査を行い、平成25年度の成果である4地区1.56k㎡の地籍簿、

2年目に成果である地籍簿・地籍図の作成、3年目に登記となっている。

　安来市の地籍調査対象面積は387.07k㎡（公有水面等を除く）で、平成25年度末で85.84k㎡調査実施

　安来市の地籍調査は概ね現地調査着手から登記完了まで3年で行っており、1年目に現地調査を行い、

地籍図の作成を行い、進捗率は22.58％となった。

済で、進捗率は21.87%であった。
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11 款 08

項 03

目 01

A

国
県

【事業内容】

●河川浄化対策委託料 円

・自治会等委託 ４５件

・業者委託   ６件

●高潮対策等委託料 円

・西宮須高潮対策業務

・南十神地区高潮対策業務

・新十神地区高潮対策業務

●浄化槽保守点検委託料 円

・飯梨川公衆便所浄化槽維持管理業務

●河川管理施設操作等手数料 円

・国土交通省 樋門２６基、樋管　２基、閘門　５基

・島根県 樋門　５基

・安来市 樋門　４基

●その他 円

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 水環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 河川総務費

決算事項別明細書 P147

予 算 額 33,690,000 円
目
的

河川の草刈や土砂浚渫を行い、防災対策に
あわせ環境美化を図る。
浸水の予防・高潮対策として排水樋門の点
検・操作を行う。

決 算 額 27,731,833 円

財
源
内
訳

国・県支出金 12,069,270 円

地　方　債

土木費

事業開始年度 平成26年度 河川費

事業進捗度 － 河川総務費

15,662,563 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 33,130,933 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

3,799,440

55,080

2,972,100

27,753

20,877,460

　河川の草木の刈払いや土砂浚渫を行い、防災対策にあわせ環境美化を図った。また、浸水の予防・高潮対
策として、排水樋門の点検・操作を行う。
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16 款 08

項 04

目 03

A

【事業内容】

　

●工事請負費 円

工　事　名 工期（着工～実地完成）

・山根下水路工事 水路工 L=20m H25. 4.18～H25. 5.20

暗渠工 L=6m

・神塚下水路工事 水路工 L=47m H26.6.19～H26.8.29

・赤崎下水路工事 水路工 L=58m H26.6.20～H26.9.12

・姫崎下水路工事 水路工 1式 H26.10.10～H26.12.15

・西荒島下水路工事 水路工 L=30m H26.10.28～H26.12.15

・今津下水路工事 水路工 L=46m H27.2.17～H27.3.10

●物件移転補償費 円

・電気通信施設等移転　　３件

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

中事業 水環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 下水路改良費

決算事項別明細書 P149

予 算 額 7,800,000 円
目
的

雨水・生活雑排水の汚臭及び流水の沈滞を
なくし、快適な生活環境づくりを図る。

決 算 額 7,389,480 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

土木費

事業開始年度 平成26年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市下水路費

7,389,480 円

人件費コスト  B 0.4人役 3,085,200 円 総事業費　　A+B 10,474,680 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

6,983,280

工事概要

　まちづくりの基盤となる生活環境保全を図るとともに、雨水及び生活雑排水の汚臭並びに流水の沈滞を解
消するため、市民生活に密着した下水路の整備に取り組む。本年度はその中でも緊急性・重要性が高い箇所
と、継続して工事を進めている神塚下水路の整備を行う。

406,200
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項 05

目 01

A

特別会計繰出金（公共下水道事業）

30

20 会計 01

22 款 08

項 05

目 01

A

特別会計繰出金（特定環境保全公共下水道事業）

中事業 水環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（公共下水道事業） 土木費

事業開始年度 平成26年度 下水道費

決算事項別明細書 P151

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 485,874,000 円

事業進捗度 － 下水道費

予 算 額 506,274,000 円
目
的

特別会計繰出金費（公共下水道事業）

決 算 額 485,874,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 485,874,000 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

決算事項別明細書 P151

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

事業進捗度 － 下水道費

予 算 額 101,829,000 円
目
的

特別会計繰出金費（特定環境保全公共下水
道事業）

決 算 額 101,429,000 円

財
源
内
訳

中事業 水環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（特定環境保全公共下水道） 土木費

事業開始年度 平成26年度 下水道費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 101,429,000 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 101,429,000 円

－162－



30

30 会計 01

11 款 02

項 01

目 09

A

国10/10
国2/3

負担金

社会保障・税番号制度対応のためのシステム整備を行った。

住基ネットワークシステムの保守管理を行った。

OA用PCの経年劣化とOSサポート切れに対応するため、更新を行った。(２９９台)

　財団法人地方自治情報センターが主催する情報セキュリティ研修に参加した。

　職員が他自治体の動向等の情報収集に利用するため、時事通信社による自治体向け情報サービスの

提供を受けた。

中事業 地域情報化の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 電子計算事務費 総務費

事業開始年度 平成26年度 総務管理費

決算事項別明細書 P91

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 情報政策課

そ　の　他 1,253,736 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 19,617,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 197,562,066 円

事業進捗度 － 電子計算費

予 算 額 220,106,000 円
目
的

地域イントラ総合行政システム及び地域イ
ントラネットを適正に管理する。

決 算 額 218,432,802 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 2.7人役 20,439,450 円 総事業費　　A+B 238,872,252 円

【総合行政システム管理事業】 41,829,156円 0円 0円 1,253,736円

　平成23年度に更新した総合行政システムのリース料及び使用料を支払った。

　なお、主要なソフトウェアは月額使用料方式(SPL方式)により調達し、その他一部のソフトウェアと

ハードウェアをリース(5年間)により調達した。

【総合行政システムリース料・使用料】 64,312,020円 0円 0円 0円 64,312,020円

　市の情報インフラである地域イントラネットの適切な保守管理に努めた。

　市及び関係機関が情報発信・提供するためのホームページの適切な保守管理に努めた。

　市及び関係機関内で情報を共有するため、グループウェアを有効活用した。

【社会保障・税番号システム整備事業】 24,697,800円 19,617,000円 0円 0円 5,080,800円

40,575,420円

　総合行政システムの適切な保守管理に努めた。

　また、各担当課の担当者と委託業者との連絡調整に努めたとともに、バッチ処理等による一括処理

の実施や運用支援を行った。

【地域イントラネット管理事業】 76,799,419円 0円 0円 0円 76,799,419円

　LGWAN(財団法人地方自治情報センターが運営する総合行政ネットワーク)への接続に必要な機器の

適切な保守管理に努めた。

【パソコン等管理事業】 6,435,087円 0円 0円 0円 6,435,087円

【LGWAN関連機器管理等事業】 700,956円 0円 0円 0円 700,956円

【住基ネットワークシステム機器更新事業】 648,000円 0円 0円 0円 648,000円

　島根県電子自治体共同利用システム運営協議会が運営するしまね電子申請サービスを活用した。

【しまね電子申請サービス事業】 587,864円 0円 0円 0円 587,864円

【情報セキュリティ等研修事業】 2,422,500円 0円 0円 0円 2,422,500円
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14 款 02

項 01

目 14

A

財産収入

]

【視覚的情報提供システム構築】

耳の聞こえに不安のある方に、市からの情報を的確に伝達するためのシステム開発及び試験的運用

を通じた機能強化を図るとともに、高齢者の見守り機能を追加したシステム開発を実施した。

【行政告知端末設置】

新築等による新規行政告知端末設置業務を委託実施した。（新規設置台数　５１件）

【情報ネットワーク施設出資金】

第三セクターが利用できる国庫補助事業を活用し、安来市情報ネットワーク施設の運営事業者であ

る山陰ケーブルビジョン株式会社が、主体的に施設の利活用促進を図ることができるよう、同社を

安来市の第三セクターとする目的で出資を行った。

【行政告知放送音声レベル調整機器設置】

告知放送システムにより録音された音声データを適切な音量に自動調整する機器を設置した。

【防災情報ステーション等回線使用】

指定避難所等に整備された防災情報ステーション等の回線使用料の支払い及びアクセスポイントの

追加設置（１箇所）を行った。

【情報通信施設管理費ほか】

中事業 地域情報化の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 地域情報化推進事業費 総務費

事業開始年度 平成26年度 総務管理費

決算事項別明細書 P95

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 情報政策課

そ　の　他 1,214,087 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 7,492,503 円

事業進捗度 － 地域情報化推進費

予 算 額 9,153,000 円
目
的

平成21年度から23年度までに整備を進めて
きた光情報ネットワークの維持管理並び
に、行政告知放送の利活用促進及び情報通
信網の利活用の検討を行う。

決 算 額 8,706,590 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 2.7人役 20,439,450 円 総事業費　　A+B 29,146,040 円

1,000,000円 0円 0円 0円 1,000,000円

1,377,000円 0円 0円 0円 1,377,000円

4,158,000円 0円 0円 0円 4,158,000円

344,520円 0円 0円 0円 344,520円

1,287,070円 0円 0円 1,214,087円 72,983円

540,000円 0円 0円 0円 540,000円
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目 04

A

使用料

【事業内容】

火葬業務の委託及び火葬施設・式場施設及びその付属施設等の管理運営を行った。

施設の管理においては、定期的な清掃・検査に加え、火葬炉制御盤及びタッチパネル

の機器更新等を行い、施設の整備安全管理に努めた。

● 平成26年度斎場使用状況

・火葬件数　５８４件〔死体（胎）５７４件、胎盤肢体等の焼却 ８件、改葬２件〕

・施設使用件数　４件

● 事業費内訳

● 平成26年度火葬業務委託契約について

契約年月日

変更契約年月日

委託期間　　 平成25年4月1日～平成28年3月31日

委託金額 年額10,092,600円（平成25年度）

年額10,380,960円（平成26年度） 総額

年額10,380,960円（平成27年度）

相手方 大新東株式会社　松江支店

決算事項別明細書 P123

衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

事業進捗度 － 火葬場費

21,519,915 円

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 市民課

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 火葬場費

目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 28,833,000 円
目
的

安来市斎場独松霊苑での火葬等（死体、改葬遺
骨、胎盤肢体等）を必要とする住民等に対し、
公衆衛生、公共の福祉の見地から、火葬業務の
委託及び施設の管理を行う。

決 算 額 28,007,292 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 28,778,592 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 6,487,377 円

30,854,520円

平成25年1月30日

平成26年4月1日

節

賃金

需用費

役務費

委託料 12,027,128

使用料及び賃借料 49,080

器具費 99,900

計 28,007,292

平成26年度決算額（円）

62,000

15,505,951

263,233
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項 02

目 01

A

手数料

・清掃業務審議会において、清掃料金に関する調査、審議を行う。

 清掃業務審議会　　　委員：７名　　審議会の開催：無

生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 清掃総務費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

771,300 円 総事業費　　A+B 790,944 円

そ　の　他 19,644 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 0 円

事業進捗度 － 清掃総務費

予 算 額 63,000 円
目
的

清掃審議会を開催し、清掃料金の調査、審
議を行う。

決 算 額 19,644 円

財
源
内
訳

中事業

【事業内容】

人件費コスト  B 0.1人役
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項 02

目 02

A

手数料

市内で発生した一般廃棄物を円滑に収集し、適正に処理を行った。

・定期ごみ収集

可燃ごみ、分別ごみ及び粗大ごみの収集を行った。

・臨時ごみ収集

クリーンアップやすぎデー（市内一斉清掃）、ボランティア清掃物収集

七夕笹飾り回収、仏送り供養物回収、下水路土砂回収

・資源物再生処理

収集、選別した資源化物を再生処理し、適正にリサイクルを行った。

分別収集の推進、効率的なごみ収集を実施するため、自治会が設置する集積場の補助を行った。

補助金交付件数　５件

安来市ごみ収集指定袋を作成し、市内の取扱店で販売を行った。

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 塵芥処理費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 73,150,955 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 91,772,336 円

事業進捗度 － 塵芥処理費

予 算 額 171,546,000 円
目
的

一般廃棄物を円滑に収集し、適正に処理を
行う。

決 算 額 164,923,291 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 2.7人役 20,825,100 円 総事業費　　A+B 185,748,391 円

【廃棄物集積場設置整備補助事業】 270,000円 0円 0円 0円 270,000円

【一般廃棄物処理事業】 143,333,609円 0円 0円 73,150,955円 70,182,654円

【安来市ごみ収集指定袋取り扱い事業】 21,319,682円 0円 0円 0円 21,319,682円
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目 02

A

手数料

・可燃ごみの適正な処理のため、円滑な積替え運搬業務及び施設管理を実施し、民間業者に焼却処理

業務を委託した。

可燃ごみ処理量　　8,583.63ｔ

30

40 会計 01

23 款 04

項 02

目 02

A

手数料

・高尾クリーンセンター、広瀬一般廃棄物最終処分場及び伯太一般廃棄物最終処分場へ搬入される

分別ごみ及び粗大ごみの適正な選別、破砕、圧縮処理を行い資源化を図った。

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 ごみ焼却場施設運営費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 37,886,360 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 256,219,214 円

事業進捗度 － 塵芥処理費

予 算 額 300,732,000 円
目
的

可燃ごみの適正な処理を行う。

決 算 額 294,105,574 円

財
源
内
訳

【事業内容】

人件費コスト  B 1.7人役 13,112,100 円 総事業費　　A+B 307,217,674 円

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 粗大ごみ処理施設運営費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 2,413,700 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 39,172,441 円

事業進捗度 － 塵芥処理費

予 算 額 41,935,000 円
目
的

施設へ搬入されたごみを選別、破砕及び圧
縮処理を行い、資源化を図るとともに埋立
ごみの減量化を推進する。決 算 額 41,586,141 円

財
源
内
訳

【事業内容】

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 46,213,941 円
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目 02

A

使用料

・クリーンセンター穂日島、広瀬一般廃棄物最終処分場及び伯太一般廃棄物最終処分場の埋立処分

場、浸出水処理施設の適正な管理を行った。

30

40 会計 01

25 款 04

項 02

目 02

A

・ごみの減量化の推進するため、家庭で設置する生ごみ処理機の補助を行った。

補助内訳 電源を必要とするもの　　　１２件

電源を必要としないもの　　１４件

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 埋立処分地施設運営費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 8,286 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 8,822,351 円

事業進捗度 － 塵芥処理費

予 算 額 8,986,000 円
目
的

埋立処分地並びに浸出水処理施設の適正な
維持管理を行う。

決 算 額 8,830,637 円

財
源
内
訳

【事業内容】

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 13,458,437 円

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 ごみ減量化・資源化推進費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 522,326 円

事業進捗度 － 塵芥処理費

予 算 額 900,000 円
目
的

分別収集を推進し、ごみの減量化、資源化
の促進を図る。

決 算 額 522,326 円

財
源
内
訳

【事業内容】

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 4,378,826 円
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目 03

A

使用料

・し尿処理施設の管理業務を委託し、適正な処理を行い環境負荷の低減を図った。

処理量内訳 し尿 4,557㎘

浄化槽汚泥 7,299㎘

し尿スクリーン 電気浸透式汚泥脱水機

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 し尿処理施設運営費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 清掃費

決算事項別明細書 P125

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 1,260 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 85,376,322 円

事業進捗度 － し尿処理費

予 算 額 87,597,000 円
目
的

し尿、浄化槽汚泥を適正に処理し、環境負
荷の低減を図る。

決 算 額 85,377,582 円

財
源
内
訳

【事業内容】

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 90,005,382 円
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項 04

目 02

A

諸収入

【事業内容】

●施設状況

・都市公園 　６箇所

・児童遊園 １０箇所

・緑地広場 ２７箇所

・その他公園 　６箇所

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・広瀬運動公園内駐車場側溝蓋修繕工事 H26.5.15～H26.8.29

・安来公園ベンチ設置工事 H26.5.20～H26.7.31

・飯島工業団地緑地内倉庫新設工事 H26.6.27～H26.7.31

・十神山なぎさ公園内フェンス設置工事 H26.7.2～H26.9.30

・三日月公園他遊具施設修繕工事 H26.12.17～H27.2.27

・汐彩公園時計塔設置工事 H27.1.20～H27.3.20

・三日月公園ふれあい館電気設備工事 H27.2.6～H27.2.23

●委託料 円

・都市公園・児童遊園地遊具定期点検業務

・三日月公園便所清掃業務

・三日月公園浄化槽維持管理業務

・十神山なぎさ公園浄化槽維持管理業務

・市民広場緑地他維持管理業務

・汐彩公園他植栽維持管理業務

・三日月公園植栽維持管理業務

・飯島工業団地緑地維持管理業務

・安来公園桜樹維持管理業務

・三日月公園ふれあい館清掃業務

・安来公園指定管理

・安来運動公園指定管理

・広瀬中央公園指定管理

●その他 円

・公園施設に係るその他維持管理費

決算事項別明細書 P149

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 土木建設課

事業進捗度 － 公園費

予 算 額 27,365,000 円
目
的

公園・緑地の維持管理と施設の修繕等を行
い、市民の憩い・交流の場を創出し、うる
おいある生活空間の確保に努める。決 算 額 26,122,530 円

財
源
内
訳

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 公園管理費 土木費

事業開始年度 平成26年度 都市計画費

人件費コスト  B 0.6人役 4,627,800 円 総事業費　　A+B 30,750,330 円

そ　の　他 240,300 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 25,882,230 円

　約５０箇所の公園・緑地の維持管理に併せ、各施設の改修・修繕を行い、市民の憩い・交流の場の維持管
理に努めた。

電気配線 1式

14,482,280

フェンス新設 L=6.5m

遊具修繕 ３施設

時計塔新設 1式

6,066,360

側溝蓋修繕 L=74.0m

ベンチ新設 ５基

倉庫新設 １施設

5,573,890
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項 06

目 01

A

国

使用料外

●主な維持修繕工事費

・内代団地住戸（C棟552号）修繕工事 円

・内代団地住戸（A棟577号）修繕工事 円

・市営内代団地A棟汚水ポンプ施設修繕工事 円

・栄町ハイツ6号棟住戸修繕工事 円

●住宅使用料

●駐車場使用料

住宅を必要とする者の居住の安定と定住の促進を実施した。

決算事項別明細書 P151

土木費

事業開始年度 平成26年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅管理費

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 建築住宅課

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 住宅管理費

0 円

成果
指標

そ　の　他 14,076,688 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 39,725,000 円
目
的

住宅ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄとしての公営住宅を核とし、多様
な階層やニーズに応じた各種の市営住宅を供給
し、維持管理や環境整備を適正に行い、入居者
の快適な住環境を確保する。

決 算 額 38,450,074 円

財
源
内
訳

国・県支出金 1,649,000 円

地　方　債

  市営住宅は、公営住宅４８５戸、特公賃住宅３８戸、改良住宅４０戸、単独住宅２７戸の５９０戸に公社住宅９４戸を含め総
戸数６８４戸(H26.3月)の住宅の管理を行なっている。平成22年度に定めた安来市公営住宅等長寿命化計画を遂次見直し、住宅の
維持管理の強化を行った。

22,724,386 円

人件費コスト  B 3.3人役 25,452,900 円 総事業費　　A+B 63,902,974 円

【住宅維持修繕事業】 20,303,470円 0円 0円 13,331,350円 6,972,120円

【　事業名称　】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

3,882,371円

滞納者への指導、徴収を強化し更に現年分完納に向け家賃収納に力を注ぎ、成果を上げた。

成果指標 目標値 実績値 差引

1,185,840

1,110,240

907,200

2,203,200

【住宅家賃収納事業】 3,944,039円 0円 0円 61,668円

区分 調定金額（円） 収入金額（円） 徴収率 対前年度比

現年度分 123,033,200 121,896,950 99.08% △0.50%

総滞納繰越額（円） 2,000,000 1,685,888 △ 314,112

区分 調定金額（円） 収入金額（円） 徴収率 現年度分合計徴収率

現年度分 7,239,350 7,239,350 100.00% 99.13%

過年度分 1,387,270 504,132 36.34% 5.83%

合計 124,420,470 122,401,082 98.38% 0.38%

【住宅一般管理事業】 14,202,565円 1,649,000円 0円 683,670円 11,869,895円
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2,848 

1,387 1,686 

0

2,000

4,000
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総滞納繰越額の推移

(千円)
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A

国1/2
県

手数料外

　※当該年度の確認申請提出物件に対して工事完了している件数

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 建築指導費 土木費

事業開始年度 平成26年度 住宅費

決算事項別明細書 P151

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 建築住宅課

そ　の　他 1,197,645 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 4,100,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 12,334,425 円

事業進捗度 － 住宅管理費

予 算 額 19,741,000 円
目
的

適切な指導と監督を行うことにより、安来
市の建築行政の健全な発展と秩序ある良好
な住環境の形成に努める。決 算 額 17,632,070 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 4.1人役 31,623,300 円 総事業費　　A+B 49,255,370 円

完了検査申請件数/確認申請件数（％）（21件/21件） 100 100 0

　建築指導の各種業務においては、建築物における適法性が確保されるよう、確認申請を受けた建築物で完
了検査申請の未済な物件について、完了検査を行うよう通知を行ったり、巡回パトロールにより強化を行っ
ている。

成果指標 目標値 実績値 差引

【建築確認事務】 3,756,070円 0円 0円 1,197,645円 2,558,425円

　一般住宅の耐震化の促進のため、木造住宅の耐震診断を行う者に対し、その費用の一部を助成する。
目標件数１０件に対し、１件の実績であった。

目標値 実績値 差引

耐震診断実施者数（件） 10 1 △ 9

【木造住宅耐震診断事業】 60,000円 43,000円 0円 0円 17,000円

【安来地域材活用住宅普及事業】 12,616,000円 3,248,000円 0円 0円 9,368,000円

　一般住宅の耐震化の促進のため、木造住宅の耐震改修工事を行う者に対し、その費用の一部を助成する。
目標件数３件に対し、１件の実績であった。

目標値 実績値 差引

耐震補強設計助成実施者数(件) 3 1 △ 2

【木造住宅耐震改修事業】 1,200,000円 809,000円 0円 0円 391,000円

耐震改修助成実施者数(件) 3 1 △ 2

　屋外広告物等における適法性が確保されるよう、届出の提出を徹底し、年２回のパトロールに加え、建築
物の完了検査時におけるパトロールを実施するなどして条例に対する違反行為の撲滅に努めている。

成果指標 目標値 実績値 差引

適切な計画と認め許可する件数/届出件数（％）（115件/115件） 100 100 0

【屋外広告物事務】

　地域材を利用した木造住宅の新築工事等を行う者に対し、その費用の一部を助成する。
目標件数１５件に対し、１３件の実績であった。

目標値 実績値 差引

地域材活用実施者数（件） 15 13 △ 2

－173－



30

40 会計 01

57 款 08
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A

国1/2

●委託業務内訳

・市営単独住宅除却工事設計業務委託（その１）

・市営単独住宅除却工事設計業務委託（その２）

・市営単独住宅除却工事設計業務委託（その３）

●工事請負費内訳

・市営単独住宅除却工事（その１）

・市営単独住宅除却工事（その２）

・市営単独住宅除却工事（その３）

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 公営住宅整備事業費 土木費

事業開始年度 平成26年度 住宅費

決算事項別明細書 P153

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 建築住宅課

国・県支出金 10,275,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 13,258,473 円

事業進捗度 － 住宅建設費

予 算 額 23,897,000 円
目
的

超高齢化及び人口減少社会に備え、市営住
宅の適切な配置整備を行う。

決 算 額 23,533,473 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 1.0人役 7,713,000 円 総事業費　　A+B 31,246,473 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

7,572,960 円

7,283,520 円

799,200 円

507,600 円

864,000 円

5,394,600 円
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A

国1/2

●委託業務内訳

・「第二次安来市公営住宅等長寿命化計画」策定業務

中事業 生活環境整備の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 公営住宅等ストック総合改善事業費 土木費

事業開始年度 平成26年度 住宅費

決算事項別明細書 P153

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 建築住宅課

国・県支出金 1,054,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 3,050,000 円

事業進捗度 － 住宅建設費

予 算 額 4,104,000 円
目
的

平成22年度に策定した公営住宅等長寿命化
計画に基づき、老朽化の進む公営住宅等ス
トックについて順次改善工事を行い、効率
的に長寿命化を図っていく。

決 算 額 4,104,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.9人役 6,941,700 円 総事業費　　A+B 11,045,700 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

4,104,000 円

　この計画は、市が管理する公的な賃貸住宅について長期的な活用のありかたを見据え、他の施策と
の連携にも配慮した上で、長寿命化事業（維持管理・改善・建替・用途廃止等）の方針を定めたもの
で、平成22年度に策定された前計画を事業進捗状況等に鑑み見直しを行った。
　今後はこの基本計画に基づき、条件整理や協議等を行いながら、長寿命化事業を実施する。
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A

・煙霧消毒等により、衛生的な生活環境の保持を図った。

煙霧消毒機貸出 貸出し件数　　９５件

申し込みのあった自治会及び個人に煙霧消毒機の貸出を行った。

消毒作業員の斡旋（広瀬地域） 実施自治会件数　 　　８１件

申し込みのあった自治会に消毒作業員の斡旋を行った。

・老朽管更新事業負担金（水道会計への負担金）

・墓地の新設、変更、改葬、廃止等許可審査業務を実施した。

経営許可　１４件 改葬許可　３２件 廃止許可　４件

・安来市内河川の水質測定検査を実施

市内２河川（３箇所）において、生活環境項目及び健康項目の水質検査を年１回実施

市内１２河川（１４箇所）において、生活環境項目の水質検査を年１回実施

市内１９河川（２７箇所）において、簡易水質測定による検査を年３回実施

決算事項別明細書 P123

衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

事業進捗度 － 環境衛生費

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 環境衛生費

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 7,206,000 円
目
的

煙霧消毒機の貸出、消毒実施、河川の水質
検査により衛生的な生活環境を保持する。

決 算 額 7,123,445 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

7,123,445 円

人件費コスト  B 1.5人役 11,569,500 円 総事業費　　A+B 18,692,945 円

【煙霧消毒事業】 1,025,781円 0円 0円 0円 1,025,781円

【河川水質検査事業】 1,479,600円 0円 0円 0円 1,479,600円

【墓地の許認可に関する事業】 119,120円 0円 0円 0円 119,120円

【老朽管更新事業】 4,498,944円 0円 0円 0円 4,498,944円
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A

県定額

基金

・安来市地球温暖化対策地域協議会と協働し、やすぎ環境フェアや環境イラストコンテストの実施等によ

り広く市民の環境意識向上を図った。

・太陽光発電システム及びペレットストーブ等について設置費の一部を補助し、自然エネルギーの普及促

進を図った。

太陽光発電システム設置費補助金 交付件数：住宅用４５件 補助金総額：  8,846,000円

ペレットストーブ等設置費補助金 交付件数：ペレットストーブ１件、薪ストーブ１０件

補助金総額：  1,650,000円

水環境保全事業補助金 交付件数：６件 補助金総額：　1,200,000円

環境学習会（鷹入の滝）

・自動車騒音の測定地点を設定し、測定を実施した。

測定地点　２箇所　（一般国道９号線：黒井田町、安来木次線：安来町）

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 環境保全費 衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

決算事項別明細書 P123

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 環境政策課

そ　の　他 2,000,000 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 2,182,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 12,347,793 円

事業進捗度 － 環境衛生費

予 算 額 23,597,000 円
目
的

地球温暖化対策の推進及び市民団体による
水環境保全活動への支援を行い、市民の環
境に対する意識の向上及び自然環境の保全
を図る。

決 算 額 16,529,793 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 3.0人役 23,139,000 円 総事業費　　A+B 39,668,793 円

【地球温暖化対策事業】 14,109,883円 2,182,000円 0円 2,000,000円 9,927,883円

【公害対策事業】 1,101,600円 0円 0円 0円 1,101,600円

【河川水質事業】 1,318,310円 0円 0円 0円 1,318,310円

・水環境に配慮した地域づくりを推進するため、様々な水環境保全活動に取り組む団体に補助交付を行った。
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A

国1/3

○平成26年度実績

安来インター工業団地内企業に、浄化槽の維持管理経費の一部に対して助成を行った。

○平成26年度対象事業所 ４社

決算事項別明細書 P123

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

事業進捗度 － 環境衛生費

予 算 額 4,166,000 円
目
的

下水道整備が遅れている地域の公共用水域
の水質汚濁解消及び水洗化向上を促す。

決 算 額 3,664,000 円

財
源
内
訳

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 浄化槽普及促進事業費 衛生費

事業開始年度 平成元年度 保健衛生費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 3,664,000 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 675,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 2,989,000 円

【浄化槽設置事業費】 2,025,000円 675,000円 0円 0円 1,350,000円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

8～10人槽 １基

【水質保全対策事業費】 1,623,000円 0円 0円

6～7人槽 ２基

区分 設置基数

5人槽 １基

0円 1,623,000円

【浄化槽管理センター負担金】 16,000円 0円 0円 0円 16,000円
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A

特別会計繰出金費（簡易水道事業）
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項 01

目 03

A

特別会計繰出金費（個別排水処理事業）

30

50 会計 01

21 款 04

項 01

目 03

A

特別会計繰出金費（浄化槽市町村整備推進事業）

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（簡易水道事業） 衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

決算事項別明細書 P123

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 水道管理課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 289,230,000 円

事業進捗度 － 環境衛生費

予 算 額 306,130,000 円
目
的

特別会計繰出金費（簡易水道事業）

決 算 額 289,230,000 円

財
源
内
訳

決算事項別明細書 P123

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 289,230,000 円

事業進捗度 － 環境衛生費

予 算 額 10,703,000 円
目
的

特別会計繰出金費（個別排水処理事業）

決 算 額 9,603,000 円

財
源
内
訳

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（個別排水処理事業） 衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 9,603,000 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 9,603,000 円

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（浄化槽市町村整備推進事業） 衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

決算事項別明細書 P123

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 83,021,000 円

事業進捗度 － 環境衛生費

予 算 額 83,021,000 円
目
的

特別会計繰出金費（浄化槽市町村整備推進
事業）

決 算 額 83,021,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 83,021,000 円
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A

分担金

福頼団地の汚水管渠整備工事を行った。

平成24年度から建設工事を行い、平成26年度で整備完了となった。

○平成26年度整備延長 240.3m

決算事項別明細書 P127

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

事業進捗度 100% し尿処理費

予 算 額 20,000,000 円
目
的

下水道整備が遅れている地域の公共用水域
の水質汚濁解消及び水洗化向上を促す。

決 算 額 19,998,644 円

財
源
内
訳

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 コミュニティ・プラント建設事業費 衛生費

事業開始年度 平成24年度 清掃費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 19,998,644 円

そ　の　他 1,983,420 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 17,900,000 円

成果
指標

一 般 財 源 115,224 円
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24 款 04

項 02

目 03

A

使用料外

福頼団地のコミュニティ・プラント施設の定期的な維持管理費

平成25年度から一部供用開始し、平成26年度で全部供用開始となった。

30

50 会計 01

30 款 04

項 01

目 03

A

安来市水道事業会計負担金

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 コミュニティ・プラント運営費 衛生費

事業開始年度 平成25年度 清掃費

決算事項別明細書 P127

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 下水道課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 1,497,784 円

事業進捗度 － し尿処理費

予 算 額 2,555,000 円
目
的

下水道整備が遅れている地域の公共用水域
の水質汚濁解消及び水洗化向上を促す。

決 算 額 1,902,799 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 1,902,799 円

そ　の　他 405,015 円 目標値 実績値 差引

予 算 額 1,140,000 円

供用開始戸数　 接続戸数 接続率

２６戸 ２５戸 ９６．２％

実績値 差引

中事業 自然環境・景観の保全
予
算
科
目

一般会計

小事業 企業会計負担金（水道事業） 衛生費

事業開始年度 平成26年度 保健衛生費

決算事項別明細書 P123

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 水道管理課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 1,140,000 円

事業進捗度 － 環境衛生費

目
的

企業会計負担金（水道事業）

決 算 額 1,140,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 1,140,000 円

そ　の　他 0 円 目標値
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A

　交通安全保持のため、警察等関係機関の協力を得ながら交通安全啓発活動を行うとともに、交通指導員

による高齢者・児童への交通安全教室等を通して交通安全意識の高揚を図った。

・4/6～4/15　　　　春の交通安全運動　　街頭指導及び交通安全テント村を実施

・6/19　　　　　　 交通事故再発防止現地検討会（十神地区）

・7/29　　　　　　 交通事故多発警報に伴う啓発活動（道の駅あらエッサ）

・8/29　　　　　　 交通安全高齢者の主張安来大会をふれあいプラザにて開催

・9/21～9/30　　　 秋の交通安全運動　　街頭指導及び交通安全テント村を実施

・11/7　　　　　　 島根県交通安全県民大会へ参加（益田市）

・11/19　　　　　　安来市交通安全大会を安来節演芸館にて開催

・その他　　　　　 バスの交通安全教室の実施（赤屋小学校、島田小学校、南小学校、高齢者向け）

※随時　　　　　　 市内小学校において交通指導員による交通安全教室実施

　　　　　　　　　 交通指導員による朝の通勤・通学時間帯の交通安全指導

　　　　　　　　　 交通安全施設の整備（カーブミラー１１基設置等）

安来市の交通事故件数

重傷 軽傷

3 86

1 90

△ 2 4

   交通事故多発警報発令時啓発活動（道の駅あらエッサ）　　　バスの交通安全教室（島田小学校）

決算事項別明細書 P91

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 市民参画課

事業進捗度 － 交通安全対策費

予 算 額 5,302,000 円
目
的

市民の交通安全意識を高め、交通事故防
止・減少を図る。

決 算 額 4,947,715 円

財
源
内
訳

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 交通安全対策費 総務費

事業開始年度 平成26年度 総務管理費

人件費コスト  B 1.2人役 9,255,600 円 総事業費　　A+B 14,203,315 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 4,947,715 円

【事業内容】

平成26年 85 1 1,007

増減 9 △ 1 △ 101

発生件数
死者数
（人）

傷者数（人）
物件事故

平成25年 76 2 1,108
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A

国3/5

諸収入外

☆自主防災組織育成事業補助金

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 防災費 総務費

事業開始年度 平成26年度 総務管理費

決算事項別明細書 P93

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 危機管理課

そ　の　他 853,527 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 1,336,940 円

地　方　債 過疎 800,000 円

成果
指標

一 般 財 源 16,546,825 円

事業進捗度 － 防災諸費

予 算 額 23,101,000 円
目
的

災害予防・意識啓発を目的としたソフト事
業（出前講座等）をハード事業に織り交
ぜ、災害に強い人づくり・まちづくりを目
指す。

決 算 額 19,537,292 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 2.9人役 22,367,700 円 総事業費　　A+B 41,904,992 円

【安来市総合防災訓練事業】 148,995円 0円 0円 0円 148,995円

●日時：平成２６年９月２７日（土）１３時３０分から１６時１０分

●場所：安来港及びその周辺

●参加機関等（順不同）

　第八管区海上保安本部境海上保安部・陸上自衛隊出雲駐屯地偵察隊・島根県警察本部機動隊・安来警察署・安来
市消防団・中国電力㈱・コカ・コーラウエスト㈱・㈲丸和運輸・西日本電信電話㈱・各自主防災組織（島田地区、
奥田原地区、西比田地区、東比田地区、自主防災ひろせ、大塚町、十神地区、宇賀荘地区、菅原地区）安来市防災
指導者・消防団・安来市

消火器を使用した消火訓練 心臓マッサージ訓練 簡易担架の作成

住民参加型の発災対応訓練及び防災関係機関並びに民間企業による展示型の訓練を実施した。発災対応型訓練で
は、自主防災組織及び昨年度より始めた防災指導者制度の１・２期生の方にも参加していただいた。訓練内容は、
心臓マッサージ、消火器を使用した消火訓練、衣服と竹竿を利用した簡易担架の作成、タイヤ交換用ジャッキを使
用した重量物下の救出訓練など、災害時に身近に起こりえる場面を想定した訓練で、地域住民の防災意識の高揚と
防災知識の普及を図る観点から、大変有効であった。また、海上保安庁、警察並びに消防などの防災関係機関によ
る展示型訓練は、陸・海の訓練を行い、各機関の連携確認と住民への啓発活動に効果的であった。

　安来市の防犯協会への負担金並びに自治会設置の防犯灯に対する補助を行った。また、子供の通学路の安全確保
及び街頭犯罪の発生抑止を目的に、市内３箇所に防犯カメラを設置した。

☆安来市防犯協会負担金 ☆防犯灯設置補助金 ☆防犯カメラ設置

【防犯対策事業】 8,705,988円 1,289,940円 800,000円 0円 6,616,048円
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☆安来地域：無線サイレン吹鳴施設 ☆伯太地域：防災行政無線 ☆衛星携帯電話

☆画像転送システム ☆災害対応型自動販売機 ☆島根県市町村総合防災システム

☆全国瞬時警報システム ☆その他需用費等

　住民（研修会のみ）

【安来市原子力防災訓練事業】 0円 0円 0円 0円 0円

【災害情報通信基盤整備事業】 10,477,109円 47,000円 0円 853,527円 9,576,582円

　市民を対象として、各地域における防災指導者の育成に努めることにより、更なる地域防災力の向上を図ること
を目的に安来市防災指導者講習会を実施した。高校生を含む15人の参加を得て、座学及び実技を通し防災に関する
基礎知識、救急法、救助法等を学ぶ講習を行った。

災害対策本部会議 住民の避難措置訓練 資機材展示

【安来市防災指導者講習会事業】 205,200円 0円 0円 0円 205,200円

●期日：平成２６年８月２日、３日

●会場：安来中央交流センター

講義受講風景 普通救命講習 基本結束

　島根県原子力防災訓練に合わせて、安来市における災害対策本部体制の初動対応訓練、緊急時モニタリング訓
練、住民及び学校等の避難措置訓練、広報活動訓練等を実施した。初動対応訓練では、中国電力・県からの防災関
係機関と対応状況について確認することができた。住民の避難訓練に併せ、学校等の避難措置等訓練では、所管す
る部署から各学校等への通信連絡訓練を行った。住民等の参加により、原子力災害発生時の避難対応力の向上と、
原子力防災に対する理解を図る観点から、大変有効であった。

●日時：平成２６年１０月１８日（土）7時から12時、１０月２３日（木）9時30分から11時30分

●会場：安来市役所、飯梨地区、わかさ会館、名和農業者トレーニングセンター

●参加機関等（順不同）

　飯梨地区自主防災組織・各学校等・安来警察署・安来市消防本部・中国電力（株）・安来市

　年次的に緊急時の情報通信基盤となる施設（防災無線等）の整備計画と保守管理を実施した。
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A

手数料外

・救急救命士の養成と高度な応急処置実施のために、医療機関での実習(就業前実習、

薬剤投与、気管挿管実習等）を行い、医学会への参加や医療機関との連携を通じ救急　

体制の整備を図る。　

●旅費 延べ８人 円

●役務費 円

・手数料、保険料

●使用料及び賃借料 円

・器具借上料（救急システム）

●負担金及び交付金 円

・救急医学会等研修負担金 円

円

・救急救命士養成負担金　２人･救命士実施修練　１人 円

●需用費 円

・印刷製本費（気管挿管実習承諾書）

・火災予防啓発・住宅用火災警報器普及促進のため

●社会保険料（物件費） 円

●賃金 円

・臨時雇用賃金（１人分）

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 常備消防費 消防費

事業開始年度 平成26年度 消防費

決算事項別明細書 P155

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 消防総務課

そ　の　他 3,220,683 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 44,699,303 円

事業進捗度 － 常備消防費

予 算 額 50,101,000 円
目
的

常備消防として各種災害に対処するため、
職員の資質向上と消防資機材の維持管理等
を行い、災害の軽減を図る。決 算 額 47,919,986 円

財
源
内
訳

【救急体制の整備】 4,799,677円 0円 0円 0円 4,799,677円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 73.0人役 563,049,000 円 総事業費　　A+B 610,968,986 円

645,100

674,817

1,690,684円

231,612

1,466,400

2,391,800

39,960

630,000

2,809,800

15,000

・メディカルコントロール協議会負担金他 403,000

【台帳整備事業】 1,698,012円 0円 0円 7,328円

－185－



・多様な災害に対処できる高度な能力を持つ消防職員の育成。通常の災害から大規模な災害まですべて

対処可能にし、住民の安全安心を確保する ための資機材整備を行うもの。

●旅費 円

・消防学校、消防大学校旅費 延べ１４人 円

・その他研修、会議旅費 延べ９６人 円

●需用費 円

・消耗品費、燃料費、食料費、印刷製本費、光熱水費、

修繕費、被服費

●役務費 円

・通信運搬費、手数料、保険料

●委託料 円

・保守管理委託料　他

●使用料及び賃借料 円

・使用料、敷地借上料　他

●備品購入費 円

・庁用備品（冷蔵庫　他） 円

・器具費 円

・図書購入費 円

ストかご マルチボールバルブ（本署） 消防用ホース（６０本）

21,168円×５個=105,840円 59,400円×１台＝59,400円 37,260円×３０本(65㎜）＝1,117,800円

33,480円×３０本(50㎜）＝1,004,400円

梯子車ホース（本署） 防火衣一式 配水管路図 ターポリン担架

20m,30m各１本　94,014円 146,880円×２２着 139,320円×１冊 25,920円×２個＝51,840円

＝3,231,360円 （広瀬管内） （広瀬・伯太分署）

●負担金補助及び交付金 円

・消防学校、消防大学校負担金他 円

・県総合防災システム負担金 円

・協議会、防火委員会、消防長会等負担金 円

●公課費 円

・自動車重量税（９台分）

●その他 円

・報償費、消防長交際費　他

421,625

1,419,962

5,953,230

149,256

5,664,654

【防災体制の構築事業】 41,422,297円 0円 0円 3,213,355円 38,208,942円

235,449

2,724,684

1,518,384

666,000

540,300

359,600

139,320

3,648,840

2,181,620

1,467,220

21,104,884

5,554,023
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A

諸収入

・消防団は、災害現場での活動や日頃の地域住民への防災指導などの地域防災力の中枢をなすものであ

る。災害状況によっては消防団の活動も広範且つ長時間に及ぶもので、その対応能力を更に向上させる

ための訓練及び研修派遣を充実させ、地域防災力向上を図る。

●報酬 円

・消防団員報酬（７４１人） 円

・機械器具手入れ報酬（４８台） 円

・訓練出動報酬（延べ２，１７４人） 円

・災害出動報酬（火災出動２９６名、行方不明捜索６名延べ３０２人） 円

・火災予防警戒パトロール（春・秋火災予防週間）（延べ２１６人） 円

・操縦者等報酬 円

●恩給及び退職年金 円

・遺族年金（支給対象者１人）

●報償費 円

・消防団員退職報償金（４０人） 円

・安来市消防団協力隊謝礼（５５人） 円

・その他（功労者表彰費、消防団長表彰費　他） 円

●旅費 円

・費用弁償、普通旅費

●交際費 円

・団長交際費

●需用費 円

・消耗品費 円

・燃料費 円

・被服費 円

・その他（印刷製本費、光熱水費） 円

●負担金補助及び交付金 円

・消防団員退職報償金掛金（８２３人） 円

・消防団員福祉共済掛金（７４１人） 円

・公務災害補償費等共済掛金（８２３人） 円

・その他（県消防協会負担金、教養負担金、電波利用負担金） 円

・防火防災訓練災害補償等共済掛金等 円

決算事項別明細書 P155

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 非常備消防費 消防費

事業開始年度 平成26年度 消防費

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 消防総務課

一 般 財 源 64,382,118 円

そ　の　他 11,758,563 円 目標値 実績値 差引

地　方　債 0 円

成果
指標

事業進捗度 － 非常備消防費

予 算 額 79,201,000 円
目
的

消防団員の資質向上と消防資機材の維持管
理等を図ることにより、水火災及び地震等
の災害を予防し、被害の軽減を図る。決 算 額 76,140,681 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

【消防団体制の構築事業】 70,917,363円 0円 0円 11,758,563円 59,158,800円

一般財源

人件費コスト  B 4.0人役 30,852,000 円 総事業費　　A+B 106,992,681 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

3,424,000

1,026,000

6,522,000

1,105,200

684,000

898,000

10,800

2,864,560

27,188,200

16,953,000

20,113,091

15,801,600

2,223,000

1,710,126

337,365

41,000

398,060

661,993

971,966

832,541

1,611,900

9,724,940

9,350,000

154,000

220,940
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●備品購入費 円

消防用ホース（県操法大会用２１本） 消防用ホース（各班配付分５０本）

32,400円×２１本＝680,400円 34,884円×５０本＝1,744,200円

消防団員用防火衣 デジタルトランシーバー

54,000円×５０着＝2,700,000円 50,760円×８機＝406,080円

　

●その他（通信運搬費、手数料、下水道使用料等） 円

　　　・消防車両の整備維持管理は、災害時の適切且つ迅速な対応を可能にするためには不可欠で、消防設備等

の充実を図り、災害による被害を軽減することに対応するもの。

●需用費 円

・修繕料

●役務費 円

・手数料（12ヶ月点検　等） 円

・保険料（自賠責保険、共済保険） 円

●公課費 円

・自動車重量税（２４台）

【消防団車両維持管理事業】 5,223,318円 0円 0円 0円 5,223,318円

449,192

5,530,680

3,161,842

1,350,576

497,864

852,712

710,900

－188－
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A

　　・24時間出動体制を確保し、消防業務を円滑に遂行するため、消防施設を適正に維持管理し更に

　　施設整備を充実させ、業務効率を高める職場環境の確保を図るもの。

●需用費 円

・修繕料（維持）

●工事請負費 円

施行前 竣工

広瀬分署事務所改修工事

施行前 竣工

旧広瀬無線局舎施設撤去工事

　

　

施行前 竣工

川平無線局舎撤去工事

199,950,446 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

決算事項別明細書

常備消防施設費 消防費

事業開始年度 平成26年度 消防費

事業進捗度 －

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

小事業

P157

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

12,650,446 円

人件費コスト  B 2.0人役 15,426,000 円 総事業費　　A+B 215,376,446 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

地　方　債 緊防 187,300,000 円

【消防庁舎維持管理事業】 12,627,227円 0円 0円 0円 12,627,227円

消防施設費

201,591,000 円
目
的

消防施設及び設備の拡充を行うことによ
り、複雑多様化する災害に対し、初動体制
の充実、被害の軽減を図る。決 算 額

予 算 額

4,974,480

692,579

担当部署 消防総務課

一般会計
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●備品購入費 円

水のう（本署・分署） ビデオ喉頭鏡（本署・分署） 空気呼吸器用ボンベ（本署）

24,840円×８器＝198,720円 372,600円×４機＝1,490,400円 123,768円×６本＝742,608円

エアーコンプレッサー（本署）

4,528,440円

【消防救急無線デジタル化整備事業】 0円 0円

　　・平成28年5月で使用期限が切れるアナログ無線に変わりデジタル無線を共通波と活動波とに分けて

　　整備を行った。

●委託料 円

・消防救急無線デジタル化整備委託料（共通波）

　

可搬式デジタル無線装置 携帯型デジタル無線装置 車載型デジタル無線装置

３式（広瀬・伯太分署、比田分駐所） （１W)３６機 ２４式

●工事請負費 円

・デジタル無線活動波整備工事

遠隔制御装置設置 基地局無線装置配線設置

　

　 施行中 竣工

空中線取付

23,219円

96,873,219

90,450,000

187,323,219円 187,300,000円

6,960,168
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【繰越明許】
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項 01

目 03

A

・局舎工事（その２）で整備を行っている高鉢山中継局（益田市匹見町）建設（その２）工事を

島根県に委託し、整備を行った。

●委託料 円

・５年に１回実施が決められている梯子付消防自動車のオーバーホールを実施した。

●修繕料 円

施工中 施工後

梯子車オーバーホール

0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源 32,877,740 円

決算事項別明細書 P157

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 37,734,240 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

71,120円

1,071,120

【梯子付消防自動車整備事業】 32,806,620円 0円 0円 0円 32,806,620円

32,806,620

【消防救急無線デジタル化共通波整備事業】 1,071,120円 0円 1,000,000円 0円

予 算 額 0 円
目
的

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 常備消防施設費 消防費

事業開始年度 平成26年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費

消防救急無線デジタル化に伴う整備事業を
行う。また、消防庁より通達されている梯
子付消防自動車のオーバーホールを実地
し、隊員の安全確保を図る。

決 算 額 33,877,740 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 緊防 1,000,000 円

成果
指標

そ　の　他

担当部署 消防総務課
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国6/10

　　・老朽化した車両、資機材及び施設を整備し消防力の充実強化を図り、年々多様化する災害への対

　　応を図っていくもの。また、消防水利が少ない地域には計画的に整備し、消防体制の充実を図ると

　　ともに、火災による被害を軽減し、住民に安全と安心を提供するもの。

●需用費 円

・修繕料（維持） 防火水槽外柵修繕　

　 竣工

●手数料 円

●委託料 円

・登記委託料（広瀬分団消防拠点施設、田頼防火水槽）

●工事請負費

竣工

排水バルブ

●材料費 円

●負担金補助及び交付金（上水道加入負担金） 円

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 非常備消防施設費 消防費

事業開始年度 平成26年度 消防費

決算事項別明細書 P157

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 消防総務課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 9,072,000 円

地　方　債 過疎 15,300,000 円

成果
指標

一 般 財 源 3,865,422 円

事業進捗度 － 消防施設費

予 算 額 29,367,000 円
目
的

消防施設及び資機材の整備、維持管理等を
図ることにより、水火災及び地震等の災害
を予防し、被害の軽減を図る。決 算 額 28,237,422 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 3.0人役 23,139,000 円 総事業費　　A+B 51,376,422 円

344,520

【非常備消防施設等整備事業】 3,177,182円 0円 0円 0円 3,177,182円

着手前

（出来須防火水槽外柵修繕)

円

59,653

77,760

300,000

456,649

1,938,600

着手前

（伯太町須山防火水槽排水管工事)
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小型動力ポンプ付積載車

広瀬分団６班

安来市中島公会堂前 広瀬町菅原市原

　 　

広瀬町下山佐奥谷 広瀬町上山佐待合守口

平成26年度新設消火栓整備箇所　１８箇所

　 　

【消防団車両購入事業】 15,120,000円 9,072,000円 6,000,000円 0円 48,000円

【消火栓整備事業】 9,940,240円 0円 9,300,000円 0円 640,240円

赤屋分団３班
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県10/10

基金

・平成25年度より建築工事に着手し、平成26年12月に庁舎完成し、2月19日より一部（消防署）業務を

開始した。

●需用費（消耗品費） 円

●役務費（手数料） 円

●委託料 円

・家屋調査委託料 円

・建築工事監理委託料 円

・式典業務委託料 円

・庁舎移転引越し委託料 円

・電話イントラ環境移設委託料 円

●工事請負費 円

・新築工事（建築） 円

・新築工事（電気設備） 円

・新築工事（機械設備） 円

・太陽光発電設備工事 円

・造成工事 円

・外構工事 円

・高機能消防指令システム整備工事 円

・島根県防災行政無線移設工事 円

・告知システム移設工事 円

●庁用器具費 円

●負担金補助及び交付金 円

　

　

完成写真

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 消防庁舎建設事業費 消防費

事業開始年度 平成24年度 消防費

決算事項別明細書 P157

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 消防総務課

そ　の　他 104,000,000 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 19,965,000 円

地　方　債 合併 1,198,600,000 円

成果
指標

一 般 財 源

事業進捗度 100% 消防施設費

予 算 額 1,389,186,000 円
目
的

既存の消防本部庁舎の老朽化や必要機能空
間の狭小化及び緊急車両出動の円滑性低下
などにより建て替えを行うもの。決 算 額 1,386,780,066 円

財
源
内
訳

【消防庁舎建設事業】 1,386,780,066円 19,965,000円 1,198,600,000円 104,000,000円 64,215,066円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B

147,960

38,891,347

184,936

64,215,066 円

286,200,000

3,888,000

767,465

32,714,568

2,544,570

622,215,500

160,650,000

117,882,480

23,112,000

69,220,440

28,360,800

1,312,296,685

3.5人役 26,995,500 円 総事業費　　A+B 1,413,775,566 円

1,263,600

25,415,950

432,648

718,092

11,061,057
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　　・災害の規模、状況等に応じて消防職団員を招集し、警戒パトロール、広報活動や情報収集を行い

　　必要に応じて水防工法を実施するもの。また、災害が発生した場合は、水防倉庫内の資機材を活用

　　するため、倉庫の維持管理や資機材整備を行った。

●出動報酬 円

水防訓練（シート張工法）

●需用費 円

・消耗品費（ブルーシート、ＰＰロープ等）

●材料費 円

●器具費 円

　 　

チェンソー　２台（本署、比田分駐所）

決算事項別明細書 P157

大事業 みんなが住みよい快適環境のまちづくり 担当部署 消防総務課

事業進捗度 － 水防費

予 算 額 760,000 円
目
的

災害（洪水・高潮等）による被害を未然に
防止し、住民の生命財産を守り、安全で安
心な地域づくりを目指すもの。決 算 額 597,393 円

財
源
内
訳

中事業 地域防災・防犯の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 水防費 消防費

事業開始年度 平成26年度 消防費

人件費コスト  B 1.0人役 7,713,000 円 総事業費　　A+B 8,310,393 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 597,393 円

【水防体制の構築事業】 597,393円 0円 0円 0円 597,393円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

384,000

99,479

29,674

84,240
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